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３．タイの防衛強化
（1）第39軍の設置
インパール作戦も途中で中止され、ビルマでの戦況が悪化してきたこと
から、タイは徐々に後方から前線へとその役割を変化させることになった。
このため、タイに駐屯する部隊は1944年末以降増加することになり、タイ
国内での日本軍の動きは活発化していくことになった。その最初の契機が、
1944年12月の泰国駐屯軍の第39軍への改組であった。
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この第39軍の設置は、泰国駐屯軍の野戦軍化を意味していた。1943年1
月に設置された泰国駐屯軍は前線の後方を担う軍としての機能を有し、南
方軍の一大兵站基地として物資の補給や輸送を担ってきた1。しかし、タ
イを取り巻く環境が変化してきたことから、泰国駐屯軍は単なる駐屯軍で
はなく、野戦軍としての役割を新たに付与されることになったのである。
すなわち、タイ国内の戦力を増強して防衛機能を高め、迫りつつある敵を
迎え撃つための体制を整えることになったのであった。
第39軍の司令官には中村司令官がそのまま就任したが、参謀長兼陸軍武
官を務めていた山田国太郎中将は第48師団の師団長に任ぜられたことか
ら、新たに濱田平少将が第39軍の参謀長兼陸軍武官に任命された［防衛研
修所戦史室 1969: 572］。この時点では部隊の増強はなかったが、第39軍は
ビルマ南部のテナセリム地区の確保も任務に加えられたことから、当時テ
ナセリム地区に駐屯していた独立混成第24旅団の1大隊（在タヴォイ）と
第94師団の1大隊（在メルギー）を新たに指揮下に加えることになった2。
この地域はインド洋側に面していることから、将来敵が攻撃してくる際に
最初に狙われる地域であった。このため、第39軍ではテナセリムと隣接す
るタイの中部を中心に部隊を展開させることになった。
図9はこの第39軍が設置された当時の部隊の配置を示したものである。
チュムポーン以南は依然として第29軍の管轄下に置かれていたことから、
この図ではそちらの部隊については記載していない。これを見ると、バ
ンコク～タヴォイ間、プラチュアップキーリーカン～メルギー間の2つの
ルートに沿って部隊が配置されていたことが分かる。先の図3（「上」参照）
の1944年1月の時点では、この付近に駐屯していた歩兵部隊はカーンチャ
ナブリーの独立歩兵第158大隊とバンコクの独立歩兵第162大隊のみであ
り、その後南部にシンガポールから警備部隊が投入されたために同第160
大隊がバンコクに駐屯していた。バンコクの独立歩兵第162大隊はそのま
ま残されたが、同第160大隊はプラチュアップキーリーカンへと移動した。
一方、チエンマイに駐屯してチエンマイ～タウングー間道路の整備を引き
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継いでいた独立歩兵第159大隊はバーンポーンに、南部から戻った後はラ
ムパーンに駐屯していた同第161大隊はビルマのテナセリムに移動した3。
このような部隊の配置には、タイの防衛のために敵が攻めてくる可能性
の高いテナセリム地区からの主要な交通路を確保する意図があった。この
ため、第39軍ではワンヤイ～タヴォイ間、プラチュアップキーリーカン
～メルギー間の道路を整備することをそれぞれ独立歩兵第158大隊と同第
160大隊に命じたのであった。前者は泰緬鉄道のワンヤイからタヴォイへ
至るルートであり、ビルマ攻略作戦の際に第55師団の沖支隊がこれを経由
してタヴォイに向かっていた。後者は1944年以降日本側がタイ側に整備
を要求していた道路であり、タイ側が整備していたタイ国内の区間も含め
て日本軍が整備を進めていった。南方軍はこのプラチュアップキーリーカ
ン~メルギー間道路を自動車が通行可能な道路に改修することを命じてお
り、こちらのほうが重視されていた。この道路は1945年4月28日に開通し、
新たなタイ～ビルマ間のルートとなった4。
（2）部隊の増強
第39軍の設置当初はテナセリム地区の駐屯部隊以外には部隊の増強は
なされなかったが、1945年1月にはスマトラにあった第4師団をタイに転
用することが決まった［Ibid.: 571］。これにより、マレー半島を北上して
バンコクを目指す部隊の移動が始まった。この師団はスマトラ島中部に部
隊を展開させており、マラヤに渡った後は鉄道でバンコクに向かうことに
なっていた。しかし、1945年に入ってから連合軍による南線への爆撃が激
しさを増し、1月中にラーマ6世橋、ナコーンチャイシーのターチーン川
橋梁、ラーチャブリーのメークローン川橋梁が相次いで使用不能となり、
各地で路線が寸断されていた［柿崎 2010: 68］。このため、第4師団のスマ
トラからの転進にはかなりの時間を要し、最終的に第4師団の主力が最終
目的地のラムパーンに集結したのは6月下旬のことであった5。
第4師団の編成人員は約1万2,000人であり、これだけの人数が寸断され
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た南線を北上するのは非常に困難であった6。当時ハートヤイで第4師団の
輸送統制業務を担っていた原口康雄によると、シンガポールからハートヤ
イへは部隊が続々到着するが、ハートヤイから先は橋梁の破壊で進むこと
ができず、一時は2,000 ～ 3,000人の兵員と物資がハートヤイに滞っていた
という［野砲兵第四聯隊史編纂委員会編 1982: 469］。バンコク～ハートヤ
イ間道路も使い物にはならず、鉄道の復旧を待ち続ける以外に他はなかっ
た。このため、一部の部隊を船でバンコクまで送ることとなり、1945年4
月22日にソンクラー港から最初の輸送船が出航したが、チュムポーンで敵
の潜水艦の攻撃を受けて沈没してしまった［Ibid.: 470］。
バンコクに到着したこの師団の一部は当初プラカノーンの急造兵舎に
入ったが、防空上の問題があったことからナコーンナーヨックに集結させ
ることにして、次に述べるナコーンナーヨックの陣地構築作業に従事させ
た7。そのままナコーンナーヨックに残った部隊も存在したが、その後主
力はさらに北部のラムパーンを目指すこととなった。この時点では北線も
寸断されており、バンコクからラムパーンまでの輸送は主としてピッサヌ
ロークまでが船で、その先ラムパーンまでは自動車となった［歩三七会編 
1976: 321］。自動車部隊はバンコクから自動車でラムパーンを目指したが、
雨季の悪路での走行は非常に厳しく、第4師団の歩兵第37連隊自動車小隊
の一行は計28日かけてラムパーンに到着したという［Ibid.］。ラムパーン
到着後、この師団は北部からシャンにかけての防衛を担当することになっ
ており、終戦時にはラムパーンの他、チエンマイ、チエントゥン、ムアン
レーン、ガーオ、ピッサヌローク、サワンカローク、ターク、メーソート
に駐屯していた［防衛研修所戦史室 1969: 704］。
一方、 マラヤの第29軍は南部の防衛のために新たに第94師団を編成し、
南部に常駐させることになった。この師団は1944年10月に編成が命じら
れ、第12、第18独立守備隊と、アンダマン・ニコバル諸島に配置されて
いた独立歩兵3大隊から構成された［防衛研修所戦史室 1976: 297-298］。
このうち、第18独立守備隊は既に南部各地に駐屯していたことから、これ
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は実質的には南部の駐屯部隊の増強を意味していた。これらの部隊は南部
に展開し、師団司令部はチュムポーンに置かれ、歩兵第256連隊はトラン、
サトゥーン、プーケット、トゥンソンに、歩兵第257連隊の一部がソンク
ラー、ハートヤイに、歩兵第258連隊はビクトリアポイント、ラノーン、バー
ンドーンにそれぞれ常駐することになった8。サトゥーンに日本兵が本格
的に常駐するようになったのはこれが最初であり、1944年12月27日に憲
兵が、31日に警備部隊が到着して常駐を始めていた9。この師団の兵力は
約1万5,000人であった10。
その後、1945年2月に出された第29軍作戦計画大綱では、マレー半島の
縦貫交通路の確保を重要課題とし、第94師団についてはビクトリアポイン
ト、プーケット付近の防衛を強化し、クラ地峡方面の防衛体制を整備する
とともに、チュムポーン、スラーターニーの防空を強化して交通路の確保
に万全を期すとした［Ibid.: 341］。その一方で、トラン、クラビー付近の
兵力は撤収し、代わりにアロースター付近に兵力を集結させることを謳っ
ていた。ただし、実際に4月末の時点でもトランとクラビーの日本兵はそ
れぞれ約500人、約300人いたことから、これによって日本兵がすべて撤
退したわけではなかったようである11。
このように、マレー半島でも日本軍は警備体制を強化し、兵力を増強さ
せていた。一方で、日本軍と競合するとしてタイ軍は南部での部隊の展開
地点を大幅に縮小し、ラノーン、プーケット、サトゥーンなど西海岸の各
地とマレー 4州からは部隊を撤退させ、代わりにソンクラーなど東海岸の
警備を増強することになった12。第39軍がテナセリム地区の防衛を強化し
たのと同様に、南部でも第29軍が西海岸の防衛力を強化し、西からの敵の
侵入に備えていたのである。
（3）陣地の構築
タイ国内の部隊の増強とともに、日本軍は新たな防衛の拠点としてバン
コクの北東約100㎞に位置するナコーンナーヨックに複郭陣地を建設する
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ことにした。この場所はチャオプラヤー川流域の中部とメコン川流域の東
北部を隔てるドンパヤーイェン山脈の南麓に位置し、平坦なデルタ地帯か
ら山地へと入る場所であった。1944年末からこのナコーンナーヨックの陣
地建設は始まり、日本軍の新たな要衝として機能することになった。
中村司令官によると、彼が泰国駐屯軍司令官として着任してから、タイ
の機能を、①ビルマやインドへの進行する際の兵站基地、②南方軍の兵站
基盤、③南方軍の戦況が不利になった際の防衛拠点、の3点から検討し、
①については泰緬鉄道沿線のバーンポーン、カーンチャナブリーに、②に
ついてはバンコク南東部（プラカノーン周辺）に、③についてはバンコク
とナコーンナーヨック北方山地を要衝・要害と認めたという13。彼の回想
によると、ナコーンナーヨックの戦略的重要性を認識したのは着任後間も
なくであり、1943年4月にバッタンバンまでの視察を行った際にナコーン
ナーヨックに立ち寄り、地図で確認した通りタイの国防上重要な場所であ
ることを認識し、バンコクに戻ってからタイ側の高級幹部に将来日本軍が
使用する可能性があるので一帯を保全しておくよう求めたという14。
ナコーンナーヨックの陣地構築には、当初スマトラからタイに転進して
きた第4師団が用いられた。上述のように、スマトラからの転進には長期
間を要したことから、第4師団の部隊の一部はナコーンナーヨックに一旦
集結して北部への更なる転進の準備をしていた。この間ナコーンナーヨッ
クの陣地構築にも参加し、歩兵第61連隊と野砲兵連隊の主力はそのまま
ナコーンナーヨックに残り、ナコーンナーヨックの陣地構築兼予備兵力と
して機能していた［防衛研修所戦史室 1969: 686-687］。陣地構築の作業は、
対戦車壕の建設、交通通信の整備、地下の石油弾薬集積所の建設、兵舎の
建設の順とし、必要な糧秣は水運を利用してプラーチーンブリーに集めた
という15。
ナコーンナーヨックの最寄駅のプラーチーンブリーでは、1945年に入っ
てから軍事輸送が到着するようになっていた。図10は1945年の同駅着の
軍事輸送量を示したものである。これを見ると、1945年2月から輸送が発
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生し、1945年4月にバンコク、カンボジア発を合わせて過去最高の約370
両に達していたことが分かる。その後一旦到着量は激減するが、8月には
再び増加して273両となっていた。発地はバンコクが圧倒的に多く、4月
以外にはカンボジア発の輸送は存在していなかった。バンコク発の輸送は
新港発が多くなっており、ナコーンナーヨックの陣地に保管する石油や弾
薬が新港にある兵站の倉庫から運ばれていたものと思われる。
ナコーンナーヨックでの陣地の建設の結果、ナコーンナーヨックはタイ
国内で最も多くの日本兵が集まる場所となっていた。図11は1945年3月の
時点での日本軍の駐屯状況を示したものである。これを見ると、ナコーン
ナーヨックの日本兵の数が最も多くなっていたことが分かる。タイ側の記
録によると、1945年4月24日時点のナコーンナーヨックの日本兵の数は計
1万1,337人とタイ国内で最も多く、次いでチュムポーンの7,260人、バン
コクの5,749人となっていた16。この時点では泰緬鉄道沿線の日本兵の数は
少なく、日本兵がこの3 ヶ所に集中していたことが分かる。また、ナコー
ンナーヨックの周辺にも日本軍の駐屯地が存在しており、これはプラー
図10　プラーチーンブリー着軍事輸送車両数の推移（第4期）（単位：両）
出所：NA Bo Ko. Sungsut 2. 4. 1. 6/27、NA Bo Ko. Sungsut 2. 4. 1. 7より筆者作成
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チーンブリーからナコーンナーヨックを経てサラブリーに至る一帯に日本
軍が一大拠点を築こうとしていたためであった。
中でもサラブリーでは、日本軍が市街地の南側に連なるカオプラプッタ
チャーイ山やカオポーンレーン山、また市内の発電所のあるサパーンダム
に駐屯しており、徐々にその勢力を拡大させていた17。サラブリーの日本
軍は主に東北部から入ってきたようであり、5月にはウボンとウドーンター
ニーから約3大隊分の部隊がサラブリーに到着し、各地に駐屯していた18。
また、サラブリーには連合軍の捕虜もおり、1945年5月末の時点で約700
人の捕虜がカオプラプッタチャーイにいた。その数はさらに増えたようで
あり、日本側はサラブリーの捕虜は6月末までに計2,500人になると通告し
ていた19。サラブリーにはタイ軍の駐屯地もあったことからタイ側は日本
軍の駐屯には反対であったが、結局日本側の要請に押し切られて日本軍の
存在感が高まっていった。ただし、サラブリー飛行場の使用についてはタ
イ側が強固に反対し、結局日本側は使用を諦めていた20。
（4）明号作戦
飛行場の整備が始まった1944年から若干の日本兵が東北部にも駐屯を
開始していたが、その数が大きく増加するのは1945年に入ってからであっ
た。その最初の契機が明号作戦であった。
仏印はタイと同じく独立国の扱いであり、他地域と同じように日本軍が
軍政を施行するのではなく、元の植民地政庁がそのまま行政を担当してい
た［立川 2000: 147-148］。日本の仏印に対する基本姿勢は「静謐保持」であり、
日本軍の活動が保障される限り、わざわざ軍政を施行する必要はなかった
のである。しかし、ヨーロッパで連合軍がノルマンディー上陸を果たして
1944年9月にド・ゴールの臨時共和国政府が樹立されると、日本との協力
を推進してきたヴィシー政権は事実上消滅してしまった。そして、日本軍
がフィリピンを失ったことで仏印も後方から前線となり、1944年11月に
は印度支那駐屯軍が泰国駐屯軍に先立って野戦軍の性格を持つ第38軍に
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改編された［Ibid.: 158-159］。さらに、翌年に入ると連合軍の仏印上陸の可
能性がさらに高まり、その際に仏印が日本に反旗を翻す可能性も出てきた
ことから、最終的に日本軍は仏印政府の武力打倒も念頭に置いた明号作戦
を実行することに決めたのである［防衛研修所戦史室 1969: 583-591］。
この明号作戦の際に、仏印の主要都市を制圧するための部隊を各地に配
置することになったが、ラオスのメコン川沿いの町についてはタイから部
隊を急襲させて制圧することになり、そのための部隊が東北部のウドーン
ターニーとウボンに派遣された。東北部に派遣されたのはスマトラからタ
イに転進してきた第4師団の歩兵第8連隊の一部であり、第3大隊がウドー
ンターニーへ、第1大隊がウボンに派遣された［Ibid.: 610-620］21。この部
隊輸送は図12にも表れており、1945年2月にウボン着の軍事輸送が急増し
て165両に達していたことからも分かる。一方、ウドーンターニー着の輸
送も増えたものの、2月でも38両とウボン着に比べればかなり少なくなっ
図12　ウボン・ウドーンターニー着軍事輸送車両数の推移（第4期）（単位：両）
注：始発駅の発車日を基準としている。　出所：図10に同じ、より筆者作成
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ていた。ただし、このウボンへの輸送の急増は飛行場建設のための輸送も
関係していると思われ、2月18日には飛行場整備の労働力として使用され
たと思われる捕虜400人が列車でウボンに到着していた22。
1945年3月9日の夜に仏印総督と日本側が外交交渉を行い、日本側の要
求を受け入れるかどうか確認した上で攻撃を行うかを決めることになって
いたが、結局交渉が行われる前にハノイで戦闘が始まったとの情報が入り、
日本軍は日本時間の22時21分に攻撃命令を各部隊に出した［Ibid.: 622-
624］。これを受けて、ウドーンターニーとウボンの部隊も仏印を目指して
進軍を開始した。ウドーンターニーの歩兵第8連隊第3大隊は深夜1時頃に
自動車40台でノーンカーイに到着し、船で一晩中かかって対岸に自動車ご
と移動した23。その後ビエンチャンの仏印軍を攻撃し、10日夜までにビエ
ンチャンを占領した［Ibid.: 631］。ビエンチャンを攻撃する日本軍はこの
部隊のみであり、その後ルアンプラバーンを目指して進んでいった24。
一方、ウボンの歩兵第8連隊第1大隊はパークセーを目指して3月9日の
昼間から移動を開始していた。パークセーの対岸のムアンカオには15時半
に日本兵10人が自動車でウボンから到着し、部隊を輸送するための船13
隻の調達をポーントーン準郡に求めた25。その後計6台の自動車が17時半
までに到着し、最終的な兵力は250人となった。彼らはメコン川を渡って
仏印側に入り、20時頃から対岸で銃声が聞こえ始めたという26。パークセー
での戦闘は翌日夕方までに収まり、日本軍がパークセーを完全に制圧した。
この明号作戦については、情報が漏洩することを恐れてタイ側には直前
まで伏せておくようにと中村司令官は命じられていた。このため、彼は3
月9日の夜にクアン首相と会見し、日本軍が予定通りに明号作戦を開始す
れば日本軍と仏印軍の間に衝突が発生し、敗残兵が国境を越えてタイ側に
流れてくる可能性があることを伝えた［Ibid.: 648-649］。タイ側では直ち
に国境に接する各県に対して電報を打ち、もし仏印兵が国境を越えて入っ
てきたら武装解除し、捕虜と同様に扱うこと、仏印へ進軍する日本兵に対
して宿舎、食料、輸送の支援を行うこと、フランス保護民の状況を監視す
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ることなどを命じた27。このため、明号作戦に伴う大きな混乱は見られず、
タイの情勢は平穏であった。
ただし、タイと同じように主権が認められていた仏印政府が倒されたこ
とは、タイ政府にとっては少なからぬ衝撃を与えたはずである。日本軍の
中には仏印とともにタイも武力処理をすべきであるとの声も存在し、その
ような噂がタイ側にも伝わってきて不安を高めていたという28。
4．日本軍の全面展開
（1）ビルマからの撤退
1944年7月のインパール作戦の中止後も日本軍のビルマでの劣勢は続
き、日本軍の支配域は北から南へと徐々に後退を続けていた。そして1945
年1月からのイラワジ会戦に敗退して2月末に拠点のメイクティラを英印
軍に占領されると、日本軍の後退はさらに加速し、3月20日にマンダレー
が陥落した。さらに、4月末にはラングーンの緬甸方面軍司令部がモール
メインへと後退を開始し、5月2日にはついにラングーンも陥落した［太
田 1967: 478-479］。このような状況下で、ビルマからタイへ退却してくる
日本兵が急速に増加し、タイ国内の日本兵の数はさらに拡大することに
なった。
ビルマからタイへの退却ルートとして用いられたのは、泰緬鉄道とチ
エンマイ～タウングー間道路であった。泰緬鉄道は当初ビルマへ進軍する
部隊やビルマへの補給物資の輸送が主目的であり、石油空缶の返送以外
にはビルマからタイへの輸送はほとんど存在しなかったはずである［柿
崎 2013: 23-25］。ところが、1945年に入るとこの鉄道を使ってビルマから
タイへ逃れてくる部隊が増加するようになった。最初にこのルートでビル
マからタイへ向かったのは第2師団であった。この師団はインパール作戦
に伴ってフィリピンから転進し、泰緬鉄道経由でビルマに入っていたが、
1945年1月中旬に南方軍はこの師団を仏印の第38軍の指揮下に入れた［防
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衛研修所戦史室 1969: 601］。これは上述した明号作戦に備えたものであり、
ビルマ中部で戦闘中であったこの師団は、順次泰緬鉄道経由でプノンペン
に向かった。2月中旬から下旬にかけて師団司令部や歩兵第29連隊がプノ
ンペンに到着し、プノンペン付近に展開して明号作戦に備えていた［Ibid.: 
618］。
第2師団が2月に泰緬鉄道を通過した後、鉄道部隊がビルマからタイへ
と多数流入してきた。ビルマ北部のミッチーナー線やラーショー線の運行
を担当していた鉄道第7連隊が1945年2月に仏印への転進を命じられ、明
号作戦に参加した［吉田編 1983: 16-17］。4月下旬からこの部隊はタイの東
線の保守を命じられ、終戦までタイ国内に駐屯していた29。その後、やは
りミッチーナー線などビルマ北部の鉄道運営に従事していた第5特設鉄道
隊も鉄道第7連隊の後を追うようにして5月にビルマから泰緬鉄道経由で
タイに入ってきた［小島・西村編 1956: 143］。この部隊の一部はタイの南
線の運行を担うべく設立された中部泰鉄道管理隊に配属され、南線のトン
ブリー～プラチュアップキーリーカン間の駅務や列車運行を担当すること
になった。また、一部の部隊はさらに南下してマラヤの鉄道運営に従事し
ており、例えば配下にあった第8特設鉄道工務隊は4月末にラングーンを
撤退し、7月に司令部がタイピンに到着していた［柳井編 1962: 19］。
最後にタイに逃れてきた鉄道隊は鉄道第5連隊で、この部隊もビルマ北
部から徐々に南下してきて1945年4月からマルタバン線の運行を担当し、
その後7月にタイに入って南線のペッブリーに司令部を設置した［大崎編 
1978: 561 ］30。このように、ビルマの鉄道運営を担っていた鉄道部隊は、
1945年に入って相次いでビルマからタイに移動し、主にタイの鉄道の運営
や保守を担うことになった。ただし、実際にはタイ側の抵抗で日本軍が主
体的に鉄道の運行を担うことは困難であった。
1945年4月から相次いで鉄道部隊がタイに入ってきたが、6月以降は再
び戦闘部隊の流入が顕著となった。各地での戦況の悪化に伴い、南方軍は
インドシナ半島とシンガポール付近に兵力を集結して抗戦体制を固めよう
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と考え、敗退が濃厚なビルマ戦線からも兵力の移動を行うことにした。こ
のため、まず5月下旬に第15軍と第55師団の司令部の移動を命じ、前者
はタイに、後者はインドシナに転出させることにした［防衛研修所戦史室 
1969: 333］。第15軍は開戦時に仏印から陸路でバンコクに入ってきた部隊
を統率していた司令部であり、その後ビルマ攻略作戦を指揮してメーソー
ト経由でビルマへと進軍していった。この時点で第15軍の司令部はビルマ
のサルウィン川西岸のケマピュー付近にあり、ここからモールメインに出
た上で、泰緬鉄道経由で7月4日バンコクに到着し、その先は鉄道でラム
パーンに向かっていた［Ibid.: 335-336］。この部隊はラムパーンを拠点に、
既に到着していた第4師団を指揮して北部からシャン州にかけての防衛に
就いた。
一方、第55師団も開戦時のビルマ攻略作戦の際に、第15軍の指揮下で
同司令部と同じく陸路で仏印からバンコクに入った部隊であり、同様の
ルートでタイからビルマに進軍していった。この部隊の司令部も同じくケ
マピューに位置しており、第15軍司令部と同じルートでモールメインに入
り、泰緬鉄道経由で7月23日にバンコクに到着した［Ibid.: 336］。その後
師団司令部は7月末にプノンペンへと移動し、そこで終戦を迎えていた。
これらの部隊に続き、第15師団が同じルートでタイに入ってきた。この
師団はインパール作戦に参加するためにチエンマイ～タウングー間道路の
整備を行い、その後ラムパーンから北上してビルマに向かった部隊であっ
た。1945年6月中旬にケマピュー付近から約6,360人の兵員が6つの梯団に
分かれてモールメインに向かい、8月上旬にカーンチャナブリー、バーン
ポーン付近に到着した［Ibid.: 341-342］31。この師団の中で最もタイへの到
着が遅かったのは歩兵第51連隊であり、8月15日に泰緬鉄道のワンポーに
到着したところで終戦となった［歩兵五十一聯隊史編集委員会編 1970: 7］。
最後に泰緬鉄道経由でタイに入ってきたのは第33師団であった。この師
団は開戦後にビルマ進攻作戦のためバンコクに上陸してからメーソート経
由でビルマを目指した部隊であり、1945年5月頃にモールメインに到着し、
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テナセリム地区の警備を担当していた［防衛研修所戦史室 1969: 706］。そ
の後、8月に入ってからタイへの移動が命じられ、8月13日からナコーン
パトムへ向けて移動を開始した。このため、泰緬鉄道を移動中に終戦を迎
えた部隊が多く、歩兵第215連隊第3中隊のように終戦後の8月17日にタ
ンビューザヤッを出発してナコーンパトムに到着する部隊も存在した［第
三中隊戦記編纂委員会　1979］。
このように、ビルマの戦況悪化とともに、数多くの部隊が泰緬鉄道経由
でビルマからタイへと逃れてきたのであった。図13のように、その数はお
よそ4万人と見積もられ、うち3万人程度がタイで終戦を迎えていたので
ある32。
（2）敗退兵の流入
泰緬鉄道がビルマからタイへの主要な撤退ルートであったが、1943年に
入ってから泰緬鉄道の補完ルートとして整備が進められたチエンマイ～タ
ウングー間道路も重要な役割を果たしていた。既に見たように、第15師団
がビルマへの進軍途中にこの道路の建設を進めたが、工事が難航して迅速
なビルマへの進軍が難しくなったことから、この師団は途中で建設を中止
してラムパーン～ターコー間道路経由でビルマを目指した。その後、道路
整備は別の部隊が引き継ぎ、1944年5月までにおおむね工事は完了してい
たという。ただし、実際の道路の状況は決して満足のいくものではなく、
おそらく1945年初めころのタイ側の資料によると、チエンマイからパーイ
の少し先のナムリン（メーテーン起点142㎞）までは乾季のみ自動車の通
行が可能で、チエンマイ～パーイ間は9 ～ 11時間で走破可能であったが、
その先は自動車の通行は難しく、パーイ～メーホンソーン間は徒歩か馬で
6日かかるような状況であった33。
このチエンマイ～タウングー間道路経由でタイに入ってきた主要な部隊
は第56師団であった。この師団はシャン州のラーショー、シポー方面で中
国軍の攻撃を阻止していたが、その後徐々に後退し、1945年5月にはタウ
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ンジー、カロー方面まで南下した［防衛研修所戦史室 1969: 252-254］。こ
のタウンジー付近は高原のため保養に適していたことから、傷病兵のため
の病院が開設されており、患者数は約6,000人であった［Ibid.: 257-258］。
このため、第56師団は彼らをケマピューまで先に退却させ、その後を追っ
てロイコー付近まで南下して、敵のタイ方面への進軍を阻止しようとして
いた。そして、8月に入ってこの師団は後述する第18方面軍（元第39軍）
の指揮下に編入され、チエンマイに移動するよう命じられた［Ibid.: 420-
421］。このため、師団の主力部隊がまだタイに入る前に終戦となった。
第56師団は最終的にチエンマイに結集するために終戦後も移動を続け
ていたが、このルートで先に入ってきたのは上述した傷病兵であった。彼
らはケマピューまで退却してきた後、サルウィン川を越えてチエンマイ～
タウングー間道路経由でチエンマイを目指した。上述のようにこの道路に
は自動車が通行できない区間があり、傷病兵は皆歩いてチエンマイを目指
すほかはなかった。例えば、第53師団歩兵第128連隊通信中隊の渡辺信雄
は、1945年2月末にメイクティラで負傷した後、徒歩でカロー、ロイコー
を経由してケマピューに至り、最終的に8月に入ってからチエンマイに到
着していた［加藤編 1980: 695-699］。このチエンマイ～タウングー間道路
の両側には力尽きて倒れ死んでいる兵が多数おり、さながら白骨街道のよ
うであったという。彼らのためにクンユアムからチエンマイの間には病院
や療養所が何ヶ所も設置されていたものの、途中で行き倒れとなる兵も多
数いたのである34。
第56師団の主力部隊はまだタイ国内に入っていなかったことから、終戦
時にはケマピューにいた兵がかなり存在した。1945年8月25日時点の状況
を見ると、第56師団及びこの師団とともにチエンマイを目指した部隊の兵
のうち、ケマピューにいた人数が7,319人と最も多く、次いでクンユアム
の4,893人、メーホンソーンの1,210人、パーイの383人となっていた35。実
際には部隊を離れて移動していた兵も少なからず存在したであろうから、
この数値はあくまでも目安でしかないが、チエンマイから離れるほど人数
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が多くなっていたことから、このチエンマイ～タウングー間道路での兵の
移動のピークは終戦後のこととなっていたことがこの数値からも分かる。
図13のように、最終的にチエンマイに到着したのはおよそ1万1,000人で
あった。
この道路も人家の少ない山間部を通過することから、大量の日本兵が通
過することで食糧不足が深刻となっていた。1945年7月には、メーホンソー
ンでの食料が不足しているので、タイ側は日本側に対してチエンマイから
食料を輸送するよう求めており、県の予算も限度があるので金を持ってい
ない日本兵への食料を無償で提供するのは難しいと伝えていた 36。これに
対し、日本側はビルマから入ってくる日本兵に支給するための金を現地に
送ったと回答していたが、今度は金を得た日本兵がメーホンソーンの食料
を買い漁ったため、インフレが発生して住民が困窮しているとタイ側から
苦情が伝えられていた37。
（3）インドシナからの部隊流入
ビルマから撤退してきた兵がタイに多数入ってきた一方で、インドシナ
からも2つの師団が入ってきた。これらの師団は第37師団と第22師団で、
どちらもタイの防衛力の増強を目的に送り込まれてきたものであった。
第37師団は明号作戦の際にはベトナム北部に展開しており、紅河以東の
処理を担当していた［防衛研修所戦史室 1969: 608］。その後、1945年5月
初めにこの師団はバンコクへの移動を命じられ、5月中旬から鉄道でサイ
ゴンに向かい、プノンペン経由でタイに入ってきた［藤田 1980: 546-547］。
この時はまだこの師団をビルマ方面に派遣するかマラヤに派遣するか決
まっておらず、当面バンコクまで進めることになっていた。師団長の佐藤
賢了中将はタイに立て籠もって持久戦に備えるべきであると主張し、中村
司令官もこの部隊をタイにとどめておくよう南方軍に対して要請した［防
衛研修所戦史室 1969: 691-692］。その結果、第37師団はタイに到着後ナ
コーンナーヨックの陣地に集結し、北部へ移動する第4師団から引き継い
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だ複郭陣地の構築作業を担うことになった。この師団の先頭集団であった
歩兵第227連隊主力は6月21日にバンコクに到着し、その先は船でナコー
ンナーヨックに向かい、6月末から陣地の構築作業を開始した［藤田 1980: 
564-566］。しかし、ベトナム北部からサイゴン、プノンペン経由での部隊
の移動には時間がかかり、ナコーンナーヨックの陣地構築に参加したのは
結局この連隊のみであった。
この第37師団とほぼ同時にインドシナからマラヤへ移動したのが独立
混成第70旅団であった。この部隊は1944年9月に編成され、仏印南部の防
衛にあたっていた［防衛研修所戦史室 1969: 560-561］。この部隊も明号作
戦に参加し、その後も作戦を継続していたが、第37師団と同じ時期にマラ
ヤへの移転を命じられた。仏印南部の警備はビルマから移動してきた第2
師団に任せ、この部隊も5月からマラヤへの移動を開始し、6月22日から
マラヤ中部の警備を担当した38。スマトラから北上してきた第4師団と同
じく、この部隊の移動も鉄道の寸断のため容易には進まず、旅団の移転が
完了したのは7月末のことであった。なお、この旅団の兵力は約6,000人で
あり、第37師団の約1万1,000人と合わせて1万7,000人がカンボジアから
タイに入ってきたことになる39。
その後、1945年7月に入って南方軍は第37師団をマラヤに派遣してマ
レー半島の警備にあたらせることに決め、雨季明けまでにチュムポーン以
南まで進軍することを命じた40。このため、師団はナコーンナーヨックか
らバンコクに移動し、8月中旬からマラヤに移動することになった。しか
し、マラヤへの輸送ルートである南線は相変わらず寸断された状況であり、
結局マラヤに入って第29軍司令官の指揮下に入ったのは歩兵1連隊のみで
あり、残りは大半がタイ国内で終戦を迎えていた［藤田 1980: 588-289］41。
なお、終戦直前の8月12日に、南方軍はポツダム宣言受諾に伴うタイの動
揺を防止するために、タイ国内にとどまっている第37師団の部隊を再び第
18方面軍司令官の指揮下に入れ、タイに残留するよう命じていた42。
一方、第22師団はラオスからメコン川を越えてタイに入ってきた。この
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師団は明号作戦のために1944年1月に中国南部から仏印北部へ移動し、仏
印と中国の国境警備を行うよう命じられた［防衛研修所戦史室 1969: 600-
601］。明号作戦の際には中越国境のドンダンを攻撃し、その後タイへと移
動していった第37師団が担っていた北部仏印の警備を引き継ぎ、師団司
令部をランソンに置いた［Ibid.: 639］。また、師団の歩兵第85連隊主力、
工兵第22連隊、第22師団防疫給水部はインドシナの第38軍司令官の直轄
部隊となり、ベトナムのモックチャウからラオスのサムヌア、シエンク
ワーンを経てメコン河畔のパークサンに至る作戦道路の開拓を命じられた
［Ibid.: 640-642］。この道路は急峻な山岳地帯を抜けるルートであったが、
タイとベトナムを結ぶ重要なルートと認識されたのである。
その後、1945年6月下旬に師団はインドシナ北部を警備中の一部の部隊
を除いてバンコクに転進することを命じられ、7月上旬から移動を開始し
た［Ibid.: 672］。ラオスで道路整備に従事していた歩兵第85連隊の第1大
隊は同じ時期にウドーンターニーの警備を命じられ、パークサンからビエ
ンチャン経由でウドーンターニーに向かっていた 43。道路工事を行ってい
た残りの部隊はパークサンからメコン川を下ってムックダーハーンに集結
するよう命じられ、ムックダーハーンに到着したところで終戦となった。
一方、ベトナム北部にいた残りの部隊はヴィンからターケーク経由でサワ
ンナケートに向かうよう命じられ、サワンナケートで終戦を迎えた44。こ
のため、終戦時にバンコクに到着していたのは師団司令部と歩兵1中隊の
みであり、部隊の多くはメコン川流域で終戦を迎えたのである［Ibid.: 672-
673］。ウドーンターニーに駐屯していた部隊以外は最終的にウボンへの集
結を命じられ、その数は約1万人であった。
日本軍がラオス経由で部隊をタイに派遣してきたのは、東北部で存在が
疑われていた秘密飛行場の襲撃のためでもあった。日本軍はサコンナコー
ンの南西約50㎞の地点に秘密飛行場があることを確認し、これを急襲する
ために第22師団の一部の部隊をターケークから南西に進ませてサコンナ
コーンに送り、一方バンコク周辺で警備を行っていた歩兵第61連隊の1大
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隊をウボンに送る計画を立てたのである［Ibid.: 692-693］。このため、サコ
ンナコーンには7月11日に日本兵約100人がターケークから到着し、市内
に駐屯を開始していた45。7月末の時点で日本側はターク、サワンカローク、
コーンケーン、コーラート、ウボンの計5 ヶ所に秘密飛行場があるのでは
ないかと疑っており、タイ側に対して共同で掃討作戦を行うことを提案し
ていた46。ただし、実際には日本側が急襲計画を実行することなく終戦と
なった。
（4）第18方面軍の編成
1945年4月にラングーンが陥落後、南方軍は緬甸方面軍を解体してタイ
の第39軍を方面軍に昇格させることを大本営に提案し、1945年7月15日
に第39軍の第18方面軍への改編が命じられた［Ibid.: 662-663］。方面軍は
通常の軍よりも高い位のものであり、ビルマから移ってきた第15軍もこの
指揮下に置かれることになった。この第18方面軍の新設の際には上述した
師団がすべて指揮下に置かれたわけではなく、第18方面軍に直属する師団
は第15師団のみであり、他に第15軍の指揮下に第4、56師団が置かれたの
みであった。
しかし、実際にはタイに向かっていた部隊は最終的に第18方面軍の配下
に置かれることを前提に移動しており、8月に入って残る師団が第18方面
軍の戦闘序列に加えられた。8月4日にはインドシナからタイに向かって
いた第22師団が加わり、6日にはビルマのテナセリム地区にいた第33師団
も配下に置かれた［Ibid.: 697, 706］。最後に、マラヤへの転進を命じられ
ながら大半がタイ国内にとどまっていた第37師団も、8月12日に第18方
面軍の指揮下に追加された47。これによって、ビルマやインドシナからタ
イに入ってきた師団は最終的にすべて終戦までに第18方面軍の指揮下に
置かれたのである。なお、8月8日にはビルマのシッタン川東岸で南下を
していた第54師団も第18方面軍の指揮下に入ったが、結局ビルマ国内で
終戦を迎えていた［Ibid.: 698, 706］。
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第18方面軍はタイが前線となることを想定し、部隊を各地に配置してタ
イの防衛を行うことを計画した。図14は第18方面軍の作戦計画を示した
ものである。バンコクには第7野戦補充隊を北部から転属させて盤谷防衛
隊を組織し、バンコク市内の日本軍駐屯地の防衛を行うこととした［田村 
1988: 33-39 ］48。ナコーンナーヨック、サラブリー付近には予備兵団とし
て仏印から入ってくる第22師団と第4師団の一部部隊を用い、北部では第
15軍の下で第4師団がラムパーン～ターコー間道路方面、第56師団がチエ
ンマイ～タウングー間道路方面を防衛し、拠点をラムパーンとした［防衛
研修所戦史室 1969: 699］。泰緬鉄道沿いはビルマから移動してくる第15師
団が防衛し、テナセリム方面は独立混成第29旅団の担当とした。
東北部では東北部泰防衛部隊として第22師団の歩兵1連隊、砲兵1大隊
を基幹とする部隊を設置し、コーラート、ウドーンターニー、ウボンに
駐屯して飛行場や鉄道の警備と秘密飛行場の撲滅を図ることになっていた
［Ibid.: 699-700］。また、第18方面軍には最終的に配備されなかったが、シッ
タン川下流にあった第53師団をモールメインからメーソート経由でピッ
サヌロークに集結させ、このルートの警備を行わせることも計画していた
［Ibid.: 700］。想定されるビルマからの進軍ルートとバンコク、ナコーンナー
ヨックという2つの要衝に重点を置いたこの作戦計画は、タイを守るため
の日本軍の最後の作戦であった。
この計画では、確保すべき交通路として図に示した道路と水路を挙げて
いた。道路はバンコクからラムパーン、コーラート、カンボジア、カーンチャ
ナブリー、プラチュアップキーリーカンを結ぶルートが、水路はバンコク
からナコーンサワン、ナコーンナーヨック、カーンチャナブリーを結ぶルー
トが含まれていた。これらの道路や水路が盛り込まれていたのは鉄道網が
寸断されたからに他ならず、代替ルートを確保して何とかタイ国内の移動
を行えるようにしようと考えていたことが分かる。中でもバンコクからラ
ムパーンまでの道路は工事中の区間も用いた過酷なルートであり、上述の
ように第4師団の部隊が1 ヶ月もかけて何とか走破した道路であった49。
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5．前線化するタイ
（1）通過部隊の復活
第1期にはタイはマラヤやビルマへの通過地として機能しており、総計
約10万人の兵がタイを経由してこれらの地域へと赴いていった。しかし、
戦地への部隊の移動が一段落するとタイを通過する兵の数は大幅に減り、
部隊の通過を支援する目的で駐屯していた部隊も一旦は撤退した。その後、
第2期には泰緬鉄道を始めとする軍事鉄道や軍事道路の整備が始まったこ
とから建設部隊の駐屯が出現し、タイは駐屯地としての機能を担い始めた
のであった。
泰緬鉄道が開通したこともあって、第3期はタイが再び通過地としての
機能を高めた時期でもあった。折しもビルマでのインパール作戦のために
部隊や補給物資の輸送需要が高まっていたことから、この時期にはビル
マへと通過する日本兵が増加していた。図1（「上」参照）で見たように、
タイ側の記録から判別する限りでも計11万人程度の日本兵がビルマに向
かっており、実際の数はこれよりさらに多かったものと思われる。泰緬鉄
道経由が最も多かったが、クラ地峡経由も少なからず存在していた。ラム
パーン～ターコー間道路経由は最も少なかったものの、それでも2万人近
くの日本兵がビルマへと向かっていた。
この時期に通過した部隊は、すべてビルマを目指していた点が第1期と
異なっていた。第1期にはマラヤとビルマを目指す部隊が存在しており、
前者はカンボジアからバンコク経由で南線を下ってマラヤに至る部隊も
あった。このため南線では下りの輸送が圧倒的に多く、南からバンコク
へ向かう兵の数は非常に少なかった。ところが、この第3期にはマラヤか
らクラ地峡鉄道や泰緬鉄道を目指す上りの輸送が南線では中心となってお
り、全体としてはカンボジアかマラヤからタイを経由してビルマへと向か
う輸送が中心となっていた。このため、とくに南線では日本兵が移動する
方向が第1期の際とは異なっていたのであった。
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このように日本軍が多数タイ国内を通過することは、日本兵とタイ人の
間に再び対立が発生する危険性を高めた。1942年末のバーンポーン事件が
泰国駐屯軍の設置の1つのきっかけであり、駐屯軍では日本兵の綱紀粛正
を図るためにタイの文化や風習を紹介するパンフレットを作成して、タイ
に入ってくる日本兵に配っていた［柿崎 2014b: 69］。開戦時と同様に通過
する日本兵はタイのことを知らない者がほとんどであり、他の占領地と同
じような傍若無人な振る舞いが許されるものと思い込んでいる兵が多かっ
た。このため、彼らこそがまさにパンフレットの配布対象なのであり、移
動する日本兵を護衛していたタイに駐屯中の日本兵も厳しく取り締まって
いたようである。例えば、1944年8月にシンガポールから泰緬鉄道経由で
ビルマを目指した第49師団歩兵第168連隊の移動は、以下のような状況で
あった ［沖浦編 1985: 67 ］50。
…どこかの駅で（多分タイ国であったかと思うが大きな町であった）停車
時間を利用して飯盒すいはんをするよう命じられた。水は多分にあったが
薪がないので、各小隊毎に付近の民家の板囲いをこわしていた。私たちも
同様にしていたところに駐屯地の将校が巡察に来て、ひどく叱られた。こ
こは宣撫地であるからとの事だった。便所も無いので皆付近でやっていた
ので「通過部隊の態度の悪いのには困る」と文句タラタラ…。
実際にラノーンでの事件のような新参者の誤解による事件も発生してい
たが、泰国駐屯軍が通過する部隊とタイ人との間で不要な問題を引き起こ
さないよう注意を払っていたことがうかがわれる。
（2）駐屯地の増加
第2期に建設していた軍事鉄道や軍事道路の完成に伴う建設部隊の移動
に伴って、タイ国内に駐屯する日本兵の数は一旦減少していた。先の図4
（「上」参照）の時点の日本兵の数は約3万1,000人であり、第2期末の時点
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よりも1万人少なくなっていた。その後、南部に第94師団が駐屯を始めた
ことで日本兵の数は再び増加し、第3期末の1944年末には第2期末とほぼ
同じ人数に戻っていた。
表6は1944年12月の日本軍の駐屯状況を推計したものである。この時
期に行われた日本兵の人数に関する報告が存在しないことから、1944年8
月か1945年3月の数値を用いている。これを見ると、タイ国内の日本兵の
数は計4万2,321人となっており、第2期末の4万1,581人とほぼ同じ状況で
あったことが分かる。具体的な分布は、図15のようにチュムポーンとバー
ンポーンが日本兵の集中する2つの拠点になっていたことが分かる。チュ
ムポーンはマラヤの第29軍の指揮下にある第94師団司令部が置かれてい
た場所であり、南部の日本軍の拠点であった。バーンポーンには独立混成
第29旅団司令部の他、警備部隊も駐屯し、泰国駐屯軍の警備部隊の拠点と
なっていた。
一方で、泰緬鉄道の建設が終了したことから泰緬鉄道沿線の兵の数は少
なくなり、警備部隊が1大隊あった他は鉄道運営の部隊が中心であった。
バンコクの兵の数も2,600人程度と少なくなっており、これはインパール作
戦のための部隊の移動が終わり、移動中にバンコクに一時滞在する部隊が
減ったためと思われる。また、第2期末に日本兵が集中していたチエンマ
イの日本兵も大幅に減少しており、これは道路建設を担っていた第15師団
がビルマに移動したためであった。この時点ではラムパーンのほうが日本
兵の数は多くなっており、北部の日本軍の拠点はラムパーンとなっていた。
人数では第2期末とさして変化のない第3期末の日本軍の駐屯状況ではあ
るが、駐屯箇所は明らかに増加していた。郡の数で数えた場合、第2期末
には計29 ヶ所であったが、第3期末には計55 ヶ所とほぼ倍増していた51。
すなわち、1カ所当たりの駐屯人数が減った一方で、駐屯地は第2期末よ
りも大幅に増えていたのである。柿崎［2014b］の図9と図15を比較すると、
後者では北部や南部で駐屯箇所が増えており、東北部にも2 ヶ所で駐屯地
が出現している点が異なっていたことが分かる［柿崎 2014b: 85］。飛行場
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表６　日本軍の駐屯状況（1944年12月）（単位：人）
チエンラー イ チエンラー イ
メー ホンソ ンー メー ホンソ ンー
 パ イー
 クンユアム
チエンマイ チエンマイ
 メー テ ンー
 メー リム
ラムパ ンー ラムパ ンー
 ハンチャット
プレ  ー ロ ンー
ウッタラディット ウッタラディット
ピッサヌロ クー ピッサヌロ クー
ター ク ター ク
ウド ンーター ニ  ー ウド ンーター ニー
ウボン ウボン
ナコー ンサワン ナコー ンサワン
 ター クリー
ロッブリー  ロッブリー
サラブリー  サラブリー
バッタンバン バッタンバン
チャチュー ンサオ チャチュー ンサオ
バンコク 
プラー チ ンーブリー  プラー チ ンーブリー
 アランヤプラテ トー
 ナコー ンナ ヨーック
チョンブリー  シ ラーー チャー
 シーチャン島
カー ンチャナブリー  バ ンーポ ンー 
 ター マカー
 ター ムアン
 カー ンチャナブリー
 サイヨー ク
 トー ンパ プーーム
 サンクラブリー
ナコー ンパトム ナコー ンパトム
ペッブリー  ペッブリー
 チャアム
プラチュアップ プラチュアップ
キ リーー カン キ リーー カン
チュムポ ンー チュムポ ンー
ラノー ン ラノー ン
 クラブリー
 ラウン
ナコー ンシ ターマラー ト トゥンソン
スラー ター ニ  ー スラー ター ニー
 プンピン
ソンクラー  ソンクラー
 ハ トーヤイ
 サダオ
トラン トラン
 カンタン
 フアイヨー ト
サトゥー ン サトゥー ン
クラビ  ー クラビー
プーケット プーケット
 タラー ン
道路建設
道路建設
道路建設
第7野戦補充隊、航空
道路建設
道路建設
第7野戦補充隊、航空
鉄道
警備（ヨム川橋梁）
航空
航空
航空
航空
航空
航空
航空
警備、憲兵、鉄道、通信
鉄道、通信
第2野戦補充隊司令部、
歩兵第162大隊、航空など
鉄道、通信
鉄道、通信
陣地構築
水運
独立混成第29旅団司令部、独立
歩兵第159大隊、旅団砲兵隊
独立歩兵第158大隊、
第4特設鉄道隊など
鉄道
ノー ンサ ラーー 飛行場建設
独立歩兵第160大隊
第94師団司令部
第258連隊第1大隊一部
第256連隊第2大隊一部
第258連隊第1大隊一部
第257連隊第3大隊一部
第256連隊司令部、第3大隊一部
鉄道
第256連隊第3大隊一部
第256連隊第2大隊主力
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年7月時点
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1945年3月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年8月の数値
1944年7月時点
1945年3月の数値
1945年3月の数値
1945年3月の数値
1945年3月の数値
1945年3月の数値
1945年3月の数値
1945年3月の数値
1945年3月の数値
1944年7月時点
1945年3月の数値
1945年3月の数値
1945年3月の数値
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 6/82
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
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8
278
114
29
850
400
250
1,598
N.A.
21
17
221
510
167
17
152
N.A.
50
9
62
5
2,660
4
5
N.A.
8
40
7,100
15
2,300
2,069
1,856
3,200
1,510
368
N.A.
400
1,677
7,496
1,138
549
136
2,641
806
N.A.
54
542
989
42,321計
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や軍事道路の建設や警備部隊の増強がその主要な要因であり、タイ国内で
の日本軍の活動地域が確実に広がったことが理解される。
（3）日本軍の流入
1945年に入ると連合軍の爆撃により各地で鉄道が遮断され、鉄道によ
る軍事輸送は大きな打撃を受けていた。週平均の軍事輸送量こそ多くなっ
ていたものの、鉄道網の寸断に伴って短距離の細切れ輸送が中心となって
おり、とくに各地で橋梁が破壊された南線でその傾向が強かった［柿崎 
2010: 67-70］。このため、バンコク～マラヤ間のような長距離輸送は、区
間ごとに中継される分を含めても大幅に減っていた。
しかしながら、実際にはこの第4期にはタイに流入する日本兵が増加し、
日本軍の移動は活発化していた。日本軍のビルマからの撤退に伴うビルマ
からタイへの部隊の移動が最も多く、約5万人の兵が泰緬鉄道やチエンマ
イ～タウングー間道路を経由してタイに入ってきた。インドシナからもカ
ンボジアから約1.7万人、ラオスから約1万人の兵がタイに入り、マラヤか
らもやはり約1万人の兵がタイに流入してきた。中には終戦までに移動を
完了しなかった部隊もあるものの、最終的に1945年中に周辺諸国からタイ
に入ってきた日本軍の兵力はざっと9万人弱であった。この中にはタイ国
内に駐屯した部隊のみならず、タイを抜けて他国へと向かった兵もおり、
ビルマからインドシナへ、あるいはインドシナからマラヤへと部隊が移動
していた。
この時期の部隊の移動方向は多岐に及んでおり、南線や東線では上り、
下りの双方の移動が見られたが、泰緬鉄道での移動は完全に上りのみ、す
なわちビルマからタイへの輸送のみとなっていた。これまでタイ～ビルマ
間での部隊の移動はひたすらタイからビルマへ向けて行われており、逆の
ビルマからタイへの部隊の移動は存在しなかった。これはビルマ戦線に投
入される部隊が着実に増加する一方で、撤退する部隊が存在しなかったこ
とによるものである。しかし、1945年に入るともはやビルマに新たに投入
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される戦力は存在せず、ビルマからタイや仏印などに転用する部隊の撤収
のみが行われていたのである。ビルマへの補給ルートとして整備された泰
緬鉄道であったが、最後の役割はビルマからの撤退ルートとしての機能で
あった。チエンマイ～タウングー間道路も同じ状況であり、こちらは進軍
ルートとして建設されたものの、実際には一度もその目的で利用されず、
撤退ルートとしての機能が最初で最後の役割であった。
一方で、先の図13にはクラ地峡鉄道経由での日本軍の流入については
示されていない。テナセリム地区との兵の移動の際にこのルートが用いら
れていた可能性もあり、クラ地峡鉄道でも毎日ビルマから兵がチュムポー
ンに輸送されていたとの報告もある52。しかし、実際には日本軍は6月以
降カオファーチーからこの鉄道のレールの撤去を始めており、7月30日ま
でにカオファーチー～クラブリー間30㎞のレールはほぼ撤去されていた
53。これらのレールはチュムポーンに運ばれ、南線のパティウ~スラーター
ニー間で空襲を避けるための引込線の整備に使われていた 54。終戦までク
ラ地峡鉄道の運行は続いていたようであるが、当初のビルマへの輸送ルー
トとしての機能は低下し、最後はビクトリアポイント方面に駐屯する部隊
への補給輸送が中心になっていたようである。
このように第4期は日本軍の移動が活発化して、タイ国内を多数の日本
兵が往来していたが、鉄道網が寸断された中での部隊の移動は困難を伴っ
たものであった。とくに、スマトラからシンガポール、バンコクを経てラ
ムパーンまで2,000㎞以上の距離を移動してきた第4師団は、1945年2月に
移動を開始してからラムパーンに集結するまでに4 ヶ月もかかっていた。
鉄道網の寸断とは裏腹に、この時期はタイ国内での日本兵の移動が最も活
発化した時期であった。
（4）肥大化する日本軍
このような日本軍の流入とともに、タイ国内の日本兵の数はさらに増加
していた。表7は1945年8月時点での日本軍の駐屯箇所別に人数を示した
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表７　日本軍の駐屯状況（1945年8月）（単位：人）
チエンラー イ チエンラー イ
メー ホンソ ンー メー ホンソ ンー
 パ イー
 クンユアム
チエンマイ チエンマイ
 メー テ ンー
 メー リム
ナ ンー ナ ンー
ラムパ ンー ラムパ ンー
 ハンチャット
 ガーオ
ウッタラディット ウッタラディット
スコー タイ サワンカロー ク
ピッサヌロー ク ピッサヌロー ク
ター ク ター ク
 メー ソ トー
ウド ンーター ニ  ー ウド ンーター ニー
ウボン ウボン
ナコー ンパノム ムックダーハ ンー
サコンナコー ン サコンナコー ン
チャイヤプーム チャトゥラット
コー ラー ト コー ラー ト
ナコー ンサワン ナコー ンサワン
 ター クリー
ロッブリー  ロッブリー
サラブリー  サラブリー
 ノー ンケー
 バ ンーナー
バッタンバン バッタンバン
 モンコンブリー
チャチュー ンサオ チャチュー ンサオ
 バ ンーナムプリアオ
バンコク 市内
 ド ンームアン
プラー チ ンーブリ― プラー チ ンーブリー
 アランヤプラテ トー
 ナコー ンナ ヨーック
 カビンブリー
 プラチャンタカー ム
チョンブリー  シ ラーー チャー
 シーチャン島
 サッタヒー プ
カー ンチャナブリー  バ ンーポ ンー
 ター マカー
 ター ムアン
 カー ンチャナブリー
 サイヨー ク
 トー ンパ プーーム
 サンクラブリー
ナコー ンパトム ナコー ンパトム
 ナコー ンチャイシー
 サームプラー ン
ラー チャブリー  ラー チャブリー
 ダムヌー ンサドゥアク
 ポ ターー ラー ム
ペッブリー  ペッブリー
 チャアム
 ター ヤ ンー
プラチュアップ プラチュアップキー
キ リーー カン リー カン
 プラー ンブリ―
 バ ンーサパ ンー
チュムポ ンー チュムポ ンー
 ランスアン
ラノー ン ラノー ン
 クラブリー
 ラウン
ナコー ンシ ターマラー ト トゥンソン
 ナコー ンシ ターマラー ト
 チャワ ンー
スラー ター ニ  ー スラー ター ニー
 プンピン
ソンクラー  ソンクラー
 ハ トーヤイ
 サダオ
トラン トラン
 カンタン
 フアイヨー ト
サトゥー ン サトゥー ン
パッタルン パッタルン
クラビ  ー クラビー
プーケット プーケット
 タラー ン
第2野戦輸送隊配属部隊
第2野戦輸送隊配属部隊
第56師団配属部隊、第2野戦輸送隊配属部隊
第2野戦輸送隊配属部隊、第4師団
第4師団、第15軍
野砲兵第4連隊
野砲兵第4連隊一部
歩兵第8連隊一部
独立軸重第3連隊、歩兵第8連隊第2大隊
水上勤務第33中隊
工兵第22連隊
歩兵第85連隊
歩兵第85連隊
第18方面軍兵站病馬廠
第37師団
第19飛行場大隊
第2航空情報連隊
第17飛行場大隊
第18方面軍司令部他
第1航空地区司令部他
第37師団
第15師団、第4特設鉄道隊
独立混成第29旅団、第15師団
鉄道隊、第15師団
第33師団
鉄道第5連隊
ノー ンチョー ク飛行場
独立混成第29旅団司令部
停車場司令部、鉄道（ワンポン駅）
歩兵第258連隊
歩兵第258連隊一部
歩兵第258連隊
第94師団
鉄道
歩兵第257連隊
1945年4月の数値
1945年8月の数値
1945年8月の数値
1945年8月の数値
1945年8月の数値
1945年4月の数値
1945年4月の数値
1945年4月の数値
1945年8月の数値
1945年4月の数値
1945年8月時点
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1945年4月の数値
1945年4月の数値
1944年7月時点
1945年4月の数値
1945年4月の数値
1945年4月の数値
1945年4月の数値
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防衛研修所戦史室[1969ｂ]: 703-706
NA Bo Ko. Sungsut 2. 1/20
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附表15
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表６
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56
1,210
383
4,893
5,743
100
125
5
5,278
14
N.A.
30
N.A.
403
1,264
288
3,305
1,028
N.A.
6
94
110
393
1,044
521
6
200
30
163
30
6
80
18,304
3,461
500
19
12,000
65
220
2
12
6
11,000
8,000
10,000
10,000
449
108
14
418
36
255
2,368
N.A.
162
7,260
16
758
525
200
524
25
32
54
82
722
2,583
182
435
57
N.A.
34
98
311
81
1,049
119,235計
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ものである。主要な資料は第18方面軍が終戦直後にタイ側に提出したと
思われる「第18方面軍軍隊区分（1945年8月25日）」であり、所在地ごと
の人数をまとめたものである55。また、一部の部隊については人数の記載
がないことから、後述する表8の数値も用いているほか、南部については
1945年4月の数値を用いている。
これを見ると、この時点でのタイ国内の日本兵の数は約12万人と過去最
高に増加していたことが分かる。最も多いのはバンコクの約2万人であり、
次いでナコーンナーヨック、バーンポーン、カーンチャナブリー付近、トー
ンパープーム付近、ナコーンパトムとバンコク周辺と泰緬鉄道沿線に集中
していることが分かる。泰緬鉄道沿線の人数が多くなっているのは、ビル
マから撤退してきた部隊がこの沿線で防衛の任務に就いていたためであ
り、第15師団や独立混成第29旅団、そして鉄道部隊の存在が大きかった。
ナコーンナーヨックには第37師団が、ナコーンパトムには第33師団が駐
屯していたことが人数の多い理由であった。
一方、北部ではラムパーン、チエンマイ、クンユアムがそれぞれ5,000
人程度の日本兵を擁しており、クンユアムの部隊はビルマからタイへの撤
退中の部隊であった。上述したように8月25日の時点で約5,000人がケマ
ピューに留まっており、この後チエンマイを目指してタイに入ってくるこ
とになる。東北部ではウドーンターニーの約3,300人が最も多く、次いで
ウボンの約1,000人であるが、こちらもインドシナからウボンを目指して
いる部隊が後に控えており、この後ウボンの日本兵の数が増えることにな
る。南部は相変わらずチュムポーンが拠点となっており、ハートヤイがそ
れに続いていた。ただし、1945年6月に第94師団司令部がハートヤイとス
ガイパッターニーに移っているので、8月の時点ではチュムポーンとハー
トヤイの人数の差が縮まっていた可能性もある56。
第18方面軍の中村司令官の回想によると、終戦時の各地の兵力は表8
のような分布になっており、総数は計10万7,000人となっていた 57。これ
には第56師団や第22師団のように最終的にタイ国内に到着する予定の人
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数も含まれていることから、チエンマイやウボンの人数が表7よりも多く
なっていた。一方で、この表には第29軍の管轄下であった南部の人数が含
まれていない。表7の南部の日本兵の数は約1万5,000人であることから、
これを合わせると12.2万人となる。このため、約12万人という終戦時のタ
イ国内の日本兵の数は妥当な数字であると言えよう。
日本兵の駐屯箇所は、第3期末と比べてさらに増えることになった。図
16は第4期末の日本軍の駐屯状況を示したものである。先の第3期末の図
15と比べると、日本軍の駐屯箇所が全国的に増加していたことが分かる。
この時点の駐屯箇所は計81 ヶ所となり、第3期末の55 ヶ所からさらに増
えていた58。北部ではナーンで初めて日本軍の駐屯が出現しており、東北
部でもコーラート、サコンナコーン、チャトゥラットで新たな駐屯が見ら
れる59。東線と南線沿いに新たな駐屯地が出現しているのは、鉄道の防衛
や保守を担う鉄道部隊が沿線の主要駅に配属されたためであった。南部で
も駐屯地点が増加し、大半の県で日本兵が駐屯していたことが分かる。
また、この図では駐屯地点に含まれていないが、1945年5月の時点では
ロッブリー県のチャイバーダーンやペッチャブーン県のワンチョムプーに
も日本軍は一時的に兵を常駐させ、バンコクから北部への自動車での輸送
の支援を行っていた60。このルートは、先の図14で日本軍が確保すべき道
路としたものであった。最初に利用したのは同年3月であり、ピッサヌロー
表８　終戦時の第18方面軍の兵力（単位：人）
チエンマイ
ラムパ ンー
ナコー ンナ ヨーック・コー ラー ト
ウボン
バンコク
ナコー ンパトム
バ ンーポ ンー
カー ンチャナブリー
ワンポー
第56師団
第4師団、第15軍
第37師団
第22師団
第18方面軍
第33師団
第15師団
独立混成第29旅団
鉄道隊
第4師団11,000人、第15軍1,000人
第37師団11,000人、その他1,000人
12,000
12,000
12,000
12,000
20,000
10,000
11,000
8,000
10,000
107,000
駐屯地
計
出所：防衛研　南西―泰仏印8より筆者作成
人数主要部隊 内訳
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クの自動車100台をバンコクに移動させるために、このルートを使用する
ことをタイ側に求めていた61。これは上述の第4師団のバンコクから北部
への自動車での移動に対応したものと思われ、ペッチャブーン県内に駐屯
した最初の日本兵であった。ペッチャブーンはピブーン首相が遷都を計画
した場所であり、ピブーン時代には日本軍の影響力が及ばないようにして
いたが、最終的に日本軍はペッチャブーンにも入ってきたのであった62。
このように、鉄道網が寸断されて軍事輸送が滞ったにもかかわらず、タ
イ国内の日本軍の存在感は終戦が近づくとともに高まり、駐屯する兵の数
も駐屯地点の数も過去最高の水準に達したのである。タイが後方から前線
へとその機能を変えつつあったことで日本軍の展開もタイ国内の各地へと
広まり、これまで日本軍が駐屯したことがなかったような場所にも日本兵
が常駐を始めていた。開戦時には約10万人の兵が前線に向かうために通過
していったタイであったが、終戦時にはそれより多くの兵が駐屯する場所
へとその役割を変えていたのである。
おわりに
本論は1943年10月末の泰緬鉄道の開通から終戦までのタイ国内におけ
る日本軍の展開状況を解明することを目的とした。泰緬鉄道の開通に伴い、
タイは再び通過地としての機能を高め、インパール作戦に参加する部隊を
中心に数多くの日本兵や物資がタイを経由してビルマへと輸送されていっ
た。通過する部隊が増えた一方で、軍事鉄道や軍事道路の建設が終了した
ことから建設部隊の駐屯が減り、タイ国内の日本兵の数は一旦は減少した。
しかし、各地での飛行場整備や新たな軍事道路の整備に伴い、日本軍の駐
屯箇所はむしろ増加する傾向にあった。
その後、ビルマでの戦局の悪化から、1944年12月には泰国駐屯軍が第
39軍へと改組され、タイに駐屯する警備兵が再び増加することとなり、タ
イ国内の日本兵の数も増加に転じた。連合軍による反撃がタイに及ぶ可能
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性が高まったことから、ビルマからタイへ移動する部隊が相次ぎ、仏印や
マラヤからタイに入ってくる部隊も増加していた。タイを通過する部隊も
含め、最終的に約9万人の兵が周辺諸国からタイへと入ってきて、その多
くがタイ国内に駐屯することになった。日本軍の駐屯地も拡大し、これま
で日本兵がほとんど存在しなかった東北部でも日本兵が急増したほか、タ
イ国内の各地で日本兵の数が増加していた。この結果、終戦時には約12万
人の日本兵が駐屯するまでに日本軍の存在感が高まったのであった。
タイは長らく後方としての役割を担っており、前線へ進軍する部隊の通
過地であるとともに、前線への補給物資を送る重要な兵站としての機能を
果たしていた。ところが、ビルマ戦線が後退してタイが前線化することで、
タイ国内に駐屯する日本軍が大幅に増加したのである。とくに1945年に
入って日本軍の集積は顕著となり、多くの日本兵がタイ国内を移動してい
たが、この時期は鉄道網の寸断で移動が最も困難な時期でもあった。それ
でも日本軍が活発に移動していた背景には、このようにタイが後方から前
線へとその役割を変化させていた事実が存在したのである。
このような日本軍のタイ国内における展開状況、すなわち、いつ、どこ
に、どの程度の日本兵が存在し、それがどのように変化してきたのかを明
らかにしたことで、日本軍の軍事輸送の変化の背景を把握することができ
た。今後は、このような日本軍の動向をさらにミクロな視点でとらえた場
合に、日本軍が駐屯したそれぞれの地域でどのような影響があったのかを
解明することで、日本軍の軍事輸送や日本軍の駐屯がタイ国内の各地域に
与えた影響をより具体的に捉えることができると思われる。
（本論は平成26年度科学研究費助成事業の成果の一部である）
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